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報第16号

第 4期滋賀県教育振興基本計画の策定状況について

滋賀県行政に係る基本的な計画の策定等を議会の議決事件として定める条例（平成17年滋

賀県条例第37号）第 4 条の規定に基づき、報告する。

令和 5年 9月20日

滋賀県知事 三 日 月 大 造
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１ 計画の枠組

(1) 策定の趣旨

滋賀県では、平成18年（2006年）に全部改正された教育基本法に基づき、平成21年（2009

年）に「滋賀県教育振興基本計画」、平成26年（2014年）に「第２期滋賀県教育振興基本計

画」、平成31年（2019年）に「第３期滋賀県教育振興基本計画」を策定してきました。一方、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づく「滋賀の教育大綱」を、平成27年

（2015年）、平成31年（2019年）にそれぞれ「滋賀県教育振興基本計画」をもって位置付け

ることとして策定してきました。

こうした経緯を踏まえ、これまでの計画と連続性を持たせ、政府の第４期教育振興基本計

画を参酌し、教育の当事者である子どもたちからの意見も取り入れながら、総合的かつ体系

的な滋賀県の教育施策の計画として本計画を策定するものです。

この計画に基づいて教育の振興を図り、今後一層、変動性、不確実性、複雑性、あいまい

性を増すと見込まれる社会情勢にしっかりと向き合い、未来の滋賀県を担う人づくりに取り

組みます。

(2) 計画の位置付け

・本県の教育分野の最上位の計画として、施策を総合的かつ体系的に示すものです。

・教育基本法第17条第２項に規定される地方公共団体の定める「教育の振興のための施策に

関する基本的な計画」です。

・「滋賀県基本構想」を上位計画とする教育分野の部門計画です。なお「滋賀県文化振興基

本方針」、「滋賀県スポーツ推進計画」など関係する他計画と整合し、関連する施策は調

和されたものとします。

(3) 計画期間

令和６年度（2024年度）から令和10年度（2028年度）までの５年間とします。

(4) ＳＤＧｓの視点の活用

全ての人に質の高い教育を提供し、将来にわたり持続可能な社会の実現に資するため、本

計画では、施策の随所にＳＤＧｓ（持続可能な開発目標 Sustainable Development Goals）

の視点を生かします。

２ 計画策定の背景

(1) 本県教育をめぐる現状と取組の視点

① 未来社会を見据えた学習者主体の人づくり

子どもたちが社会の中心になって活躍する2040年以降の未来社会を見据えると、人口減少
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人は人と関わり合いながらよき自分、よき相手、よき社会を実現していくことを、今日を生

きる私たちに教えています。

諸外国で重視されてきているウェルビーイングの考え方は、本県で受け継がれてきた「三

方よし」の考え方とも共通するものです。本県の教育においては、子どもたち一人ひとりの

資質や能力を育み、その可能性を十分に広げていくことを通じた、それぞれの幸せの実現と

ともに、教育に携わる当事者である教職員や子どもの育ちの基盤である家庭等における、教

育への関わりを通じた充足感による幸せの実現を図ります。さらには、一人ひとりが大切に

され、お互いを尊重し合い、関わり合う、みんなが幸せになる地域づくりに向けて、生涯学

習をはじめ、様々な教育の取組を展開します。このような「三方よし」での幸せの実現を、

本県の教育の目指す方向性とします。

４ 全体的な方向性

基本目標の達成に向けて本計画で取り組む教育施策の全体を貫く方向性を、次のとおりとし

ます。

(1) すべての人が愛情をもって取り組む教育

教育は連綿と社会で受け継がれてきた、人が人をつくる営みです。教育は時代に応じて様

々に姿を変えてきましたが、人と人との結び付きである教育の基本として、愛情は普遍的に

重要な要素です。

教育の作用としての人と人との結び付きには、教員と児童生徒の関係はもちろん、地域社

会など、様々な場面での関係があります。また、生涯学習の観点からは、社会の誰もが学習

支援者となり得ます。社会においての連携や協働によって、より良い教育を通してより良い

社会を創るという理念の実現を図る「社会に開かれた教育課程」の考え方に立ち、すべての

人が愛情をもって教育に関わることが大切です。

コロナ禍の影響により、加速度的に人と人との関係が希薄化していると指摘されています。

希望あふれる未来社会に向けた人づくりに当たり、改めて、愛情が教育の基本と認識するこ

とが重要となっています。

こうしたことを踏まえ、本県は、社会のみんなが、自分や相手、地域社会それぞれに対し

て愛情をもって教育に取り組むことで、自分を大切にし、相手を尊重し、地域に誇りと愛着

を持つことができる人づくりを目指します。

(2) 学習者が主体の教育

変化の激しい時代にしなやかに対応していく観点から、生涯にわたり主体的に学び続ける

態度を育成することが重要です。また、社会の持続的な発展の観点からは、社会の形成に主

体的に参画する人づくりが重要であり、子どもの頃からの学びを通じて主体性を育むことが
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(1) 知・徳・体を育む

幅広い知識と教養や、真理を求める態度、豊かな情操と道徳心、健やかな身体は、先行き

が不透明で将来の予測が困難な時代においても変わることなく必要なものです。子どもたち

において、これら知・徳・体をバランスよく育み、夢と生きる力の基盤を培います。

① 確かな学力の育成

基礎的・基本的な知識・技能や、文章や対話などから「読み解く力」、学びを深める探

究的に学ぶ力を基盤として、子どもたちにおいて確かな学力を育成します。確かな学力の

育成に向けて、主体的・対話的で深い学びの推進など、効果的に教育活動を展開します。

＜目標＞

○ 授業の内容がよく分かると答えた児童生徒の割合の増加

(目標設定の考え方)

子どもたちが「わかった」「できた」と実感できる授業づくりが確かな学力の育成に

重要であるため、目標として設定します。

○ 将来の夢や目標を持っていると答えた児童生徒の割合の増加

(目標設定の考え方)

学びの原動力として夢や目標を持つことや、学びを通じて夢や目標を発見することは

確かな学力の育成において重要であるため、目標として設定します。

＜主な取組＞

ⅰ 基礎的・基本的な知識や技能の定着

◆ 子ども一人ひとりの状況を担任教員等が的確に把握し、主体的に学習に取り組むよ

う適切に指導することによって、基礎的・基本的な知識や技能が確実に習得されるよ

う取り組みます。

◆ 子どもたちに学習の振り返りを促し、知識等が定着するように取り組みます。各校

の状況に応じて、授業時間外の学習の補充・支援に取り組みます。

◆ 「家庭学習の手引き」を活用するなどして、子どもの学習方法や学習状況を学校と

家庭が共有しながら、学びの定着に向けた家庭学習に取り組みます。また、宿題の出

し方や内容の工夫により、学校での学びを踏まえた家庭学習となるよう取り組みます。

ⅱ 読み解く力の育成

◆ ①必要な情報を確かに取り出す（発見・蓄積）、②情報を比較し、関連付けて整理

する（分析・整理）、③自分なりに解決し、知識を再構築する（再構築）の３段階の

プロセスにより、読み解く力の視点を踏まえた授業づくりを推進・充実します。

◆ 子ども一人ひとりの「読み解く力」の育成に向けて、市町教育委員会と連携して実

践的な研究・研修を行うことにより、県全体に「読み解く力」の育成の取組を広げま

す。また、教員による「読み解く力」の指導を支えるため、指導方法や教材等の研究
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②多様な学びの機会や居場所の確保

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーが支援に関わった児童生徒数の増

加

・相談・支援等を受けていない不登校児童生徒の割合の減少
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